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職 名 姓 名 所有土地面積 睡蘭酬所在地
参議顧問
東三省保安総司令
参　　議
軍事部参謀次長
奉天清郷督弁
奉天陸軍被服廠長
奉天省陸軍糧秣廠総弁
奉天省長代理
政務庁長
交渉署長
教育庁長
霧城軍警連合弁
事処副長
藩陽県知事
奉天紡紗廠総理
東三霧宮銀号総弁
督弁兼省長
張　作　森
楊　宇　建
張　学　良
韓　麟　春
予　国　翰
斉　恩　銘
藩　桂　庭
保 康
劉　爾　清
関　定　保
高　清　和
　1，100余駒
　　500〃
　　不　詳
150，000余日向
　　350余II向
不詳（森林を含む）
400方地（森林含）
200余駒
80余陶（森林）
500余晦
80余絢
200余晦（森林含）
　　200余日海
不　詳
不詳（住宅を含む）
　　　不　詳
不　詳
不　詳
祁　彦　樹 不　詳
陳　奉　璋 不　詳
不　詳
恩 麟
1　
不　詳
孫　祝　昌 　200方地
100方地（森林）
彰 賢 不　詳
不　詳
張　作　相
東省特別区行政長宮
前繍長
張　換　相
王　樹　翰
　　600畝
　　300畝
100畝（果樹園）
不詳（森林含）
　200余晦
1，200余具向
　　　100余駒
5，000方地（森林含）
詳
〃
〃
〃
不
20，000兀
不　詳
不　詳
120，000元
不　詳
400，000元
60，000元
不　詳
150，000元
300，000元
420，000元
220，000元
400，000元
140，000元
40，000兀
100，000元
60，eoO元
150，000フ｛：
不　詳
不　詳
350，000元
600，000元
詳
〃
〃
〃
不
50，00e元
400，000元
50，000兀
150，000元
北鎮県
黒山県
連山湾附近
不　詳
法庫県
～面披附近
一面破附近
彼の郷里
一衝壌附近
鉄嶺県
彰武
吉林省内
錦州県
藩陽県・鉄嶺県
鉄嶺
克山県
遼陽県
錦西
郷里の土地
鉄嶺県
法庫県
法庫県
黒龍江甜草
聞荒地
慶城県
遼中県
遼陽
銅裂
北鎮県
　〃
吉林省
吉林樺的県
撫順県
藩陽県
吉林省
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前農工総長 莫　徳　恵 　　800余痢
200．＆ll向（森林含）
奉軍砲兵司令 郷　作　華
東支鉄道参賛 曽　有　翼
吉林第26旅長 李　桂　林
濱江鎮守使 丁 超
蘭黒龍減雀督弁兼省長
黒龍江雀長
呉　俊　陞
常　蔭　魏
500駒
300余駒
200余晦
700余陶
　
切
詳
儂
詳
　
地
不
天
不
　
o
o
　
つ
　
2
不　詳
不　詳
1器謝器輩土地
200，000兀
200，000兀
12，000va
250，000
不　詳
　〃
数千万元
300，000兀
300，000元
吉林県
藩陽漿
八面城附近
不，詳
　不　詳
　渓南四家子
四挑沿線黒龍江省
捨爾濱附近
双城量附近
「東三省官憲の施政内情」満鉄調査課昭和三年九月刊，附録第一より摘出，天野元之助「満州経済
の発達」，『満鉄調査月報』1932年7月号（No．130），39－41ページ。
らした」主な原因の一つにほかならなかった。2’1）また，辛亥革命後も各省で引きつがれた嘗銀号
が，地方権力の財政金融的支配の基盤となったことは，中央権力の「財政的暴力」とあいまって
当該地域経済との復雑な相互作用をいっそう深め，矛薦を激化していた。　　　　　　　、
　このような～般的環境のもとで，東三省地方権力とその支配下におかれながらも一定の相対的
独立性をもつ金融部門との相互関係，またその矛盾が規定されるだろう。東三省の金融機構を支
える通貨制度については必要なかぎりでふれておく。まず第7表をみていただきたい。中国側通
貨総流通額3億7千6百万元のう，奉天票とよばれる不換紙幣が72パーセントを占めていること
にもあきらかなごとく，奉天票が東三省（厳密には奉天省地域）における主要な通貨であったと考
＜第7蓑＞1927年東三省における通貨流通高（1927年12月平均相場換算）
種 類 流通副査懸、ls糠
奉　　天　　票　（Mukden　notes）
拾　大　洋（Harbin　Silver　notes）
吉縮蝋無謝監濃）
黒龍江官帖（Government　notesof　Amur　Province）
過櫨鋤無誌搬nt）
2，800，000千元
37，000干元
4，000，000千吊
4，500，000千吊
鎮平銀（Sycee　Kept　inAntung　）
1－2，。。。輌
　　
＼
2，soe千両
小　洋　銀（Small　Silver　coin） 5，500千元
合
272，108干元
36，972
31，451
21，226
550
4，676
4，583
376，519千元
藤井健三，『満州の通貨』安霞保善社銀行部，’1929年，29－30ページ。
“ Report　on　Progress　in　Manchuria　1907－1928”，　The　South　Manchuria　Raii
way，　Da三ren，　March，1929，　p．142。
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えてよい。先にふれたように，1916年中国・交通両銀行の兇換停止令は当然東三省にも波及し，
これを契機とした兇換悶題をめぐって東三省と日本側との闘にさまざまな交渉が行われていが，
1918年1月奉天省長公署訓令第3号によって従来の兇換券大洋票に替って「奉天票と称せられる
　　　　　　　　　かわせ
紙幣の本体」たる「灘兇券」＝実質的な不換紙幣が東三省蜜銀号から発行された。25）1919年4月
にいたって，中国・交通両銀行奉天分行も宮銀号の灘兇券と同～価値の不換大洋票発行を許可さ
れた。26）ほぼ時期を同じくして，張作森奉天督軍兼省長は第一次世界大戦下での銅価騰貴による
鋼元・制銭域外流出阻止を図り，「銅元票を酌量発行し，一面銅元を鋳造して兇換に備へ需要に
応ぜしむ」として鋼元票（Copper　coin　notes）の発行を公済平市銭号に許可した。　しかし，奉
天商業会議所の調査によれば，この銅元票は「銅元を兇換準備とせず涯兇券を仕払準備」として
いたらしく，実際には兇換券ではなかった。27）
　こうした不換紙幣の創造権はまさしく徴税権力のあらわれとしての重課税とともに，東三省財
政の膨脹を一定度人為的に支えるという重要な役割を担わされていた。東三省官銀号の涯兇券歴
年発行額によってその傾向を把握してみよう（第8表）。次表は不換紙幣の大量発行がいかに財
〈第8表〉棄三憲省銀号歴年発行額および諸宮署貸付額（単位万元）
発罐勝B旨数｝舘署鮒金
1918年7月
1921
1924．7
　25．1
　26．3
　27．　1
　28．1
　29．4
　29．12
　　600万元
　3，000
　6，000
13，400
20，800
32，500
47，000
186，700
153，100
　20
100
20G
447
693
1083
1567
6223
51031
　　　　　　　　　　　　1
ll，751万元
27，403
42，256
111，022
153，878
147，665
『東三蜜金融整理委員会報告書』，邦訳，置満鉄調査月報』
1932年11月号（No．134），164ぺ～ジ。および岡上書，19339－　2月
号（No．137），200－202ページより侮成。
政膨脹（とくに軍事費）を支えていたかということを示すばかりでなく，いわゆる「原始的イン
フレーション」現象が進行していたこと，それによって大衆的収奪が広範囲に実現されていたこ
と，そして最も重要なこと，軍事費増大を原閃とした奉天票の濫発繍暴落による東三省の全領域
にわたる撹乱作朋が東三省地方権力そのものの崩潰を塞礎づけていたことを説明する。奉天票の
相場変動，その下落傾向は元来中国が銀本位系統であることにより，対金票（Bank　of　Chosen
notes）相場との関係において，より明瞭となる。（第9表）。金票とは，朝鮮銀行が日本金貨又は
日本銀行券を基礎にして発行した兇換券で，円銀を基礎とした横浜正金銀行の紗票（Yokohama
Specie　Bank　Si玉ver　notes）とならんで東三省に流通した日本紙幣である。28）
　第一次世界大戦中の1918年4月，ちょうど参戦より一年を経過したアメリカは，国内政策およ
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び「合衆国ノ敵ト交戦中ナル外国政府ヲ援助スル」ために，ピットマン条例を公布して「国庫保
有銀塊の売却」を実施することとなった。29＞大戦を契機とした世界的な銀生産の減少・需要の激
〈第9表〉金票対奉天票相場表（金票王00円対奉天票年平均，単位元）
1912年
　13
　14
　15
　16
　17
　18
　19
　20
　21
120元
123
139
148
124
101
97
93
100
王39
1922年
　23
　24
　25
　26
　27
　28
　29
　30
　135元
　139
　138
　168
　359
　957
2，510
5，683
10，036
東亜経済調査局編，『満蒙政治経済提要』経済学全集第25巻，1932年，
471－472ぺ～ジ。
増といったなかでピットマン条例は，世界の銀市場に大きな影響を与えニューヨーク銀塊相場は
（1オンス当）1918年の「101仙％から1919年に137仙％へ1920年143仙％」へと騰貴した。：°）中国
が大戦に参戦を決定したことは世界的銀価の高騰の影響をより強く受けることになり，東三省に
おける奉票も1918年，19年，20年と騰貴傾向を現出していた。しかし，それもつかの間で，大
戦終結にともないピットマン条例の停北，銀産出の増加，死蔵放出などのため銀緬は「漸次低
落」しはじめ，奉票も1921年3月には「160元に暴落するに至り，貿易商・特産商の倒産するも
の相踵ぎ奉天財界に一大恐慌を招来」した。31）そして1920年代をつうじて二＝一ヨーク銀塊相場
は第工0表のごとく「暴落に暴落を重ね」ており，それはアメリカでの金本位条例棚定（1900年）
〈第10表〉ニュ～ヨーク銀塊相場装（1純オンス年平均）
1920年
　21
　22
　23
　24
　25
1．01940ドノレ
0．63096
0．67934
0．65239
0．671i1
0．69406
1926年
　27
　28
　29
　30
　31
0．62428ドノレ
0．56680
0．58488
0．53306
0．38466
0．29013
　　　　　　　　‘‘Report　of　the　Director　of　the　Mint，”1932．
　　　　　　　　栃倉正～，「銀経済論』改造社，1963年，79ページ。
以後，銀が「普通商品となって以来，其価格の下落は一般物価水準の下落と殆ど全く一致」して
いたのである。32）世界経済体制の一環にくみこまれた「銀本位国jたる巾国にとっての1920年代
は当然のことながら銀価の傾向的低落を示していた。それが奉天票の対金票価格の下落に拍車を
かけていたことはいうまでもない。
　さて，第8表・第9表に話をもどすと，国内の政治情勢に規定されて泰天票の濫発が急激に推
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140
進された1925年以降，東三省地方権力は支配階級内部の矛盾を激化させつつ，さまざまな奉天票
「下落阻止方策」を実施しはじめた。1926年2月の「奉票は我奉天の発行するものなれぼ即ち奉
省商民の第二生命なり，……務めて希ふ我商民此理を詳かに納得し各奉票重視の心を存せよ」と
いう奉天商務総会の通達を背景に，5月，奉天省長公署は「東三省金融整理」と称して公債五千
万元を発行した。33’もちろんその　「公債払込」　は各階圏での抵抗を受けていたが，それは公債
発行と通貨翻造権の結合によるあらわな財政の暴力の発動であった。その後1928年5月にも三千
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かおくぜい
万元の公債を発行して，「50畝ごとに5元の公債票，房租300元ごとに15元，店舗資本金300元ご
とに15元の公債票」を強制的にわりあてていた。3’；｝のみならず，1926年8月には，　F不肖の輩
は……故意に銭法を棄乱せしめ以て奉票の下落市面の動揺を来さしむ……本上将軍（張作森〕は厳
重に罰弁を行ふ」という布告を出し，実際，藩腸の商店をはじめ各地の商店にたいし罰金を課
したほか，いわゆる投機商人五名を銃殺するまでになっていた。3のさらに奉票下落にともなう
物衝の値上りはとくに労働者の生活に直接影響を与え，藩陽省城においては岡年10月18日「近頃
穀物少なく市面恐慌……既に官銀号に飾令して巨額の金員を調達せしめ商務総会に交付し人を北
城一帯に派して多量の穀物を購入し省城に運搬して安値を以て処分す」という政策を出したが，
結局東三省権力による物価操作は失敗に終った。：6）当隠の臼本人の調査でも次のように述べてい
た。3ア）「華工〔巾国人労働者〕の生活必要品価格は泰天票の大崩落に依り大正12年〔1923〕現在と大
正15年〔1926〕現在とは八割も高くなり，甚だしきは十二三割の暴騰を示して居るものもある。然
るに労銀は大正7年〔19i8〕より9年に至る三箇年間は急騰して居るけれども，大正15年8月末現
在の労働賃金は却って低下し物価昂騰率と一致を欠いて居る。」このような労働階級の経済状態
を塞盤として，日本帝国主義の植民地支配下にある「関東庁」のみにかぎっても第11表にみるご
とき労働運動の発展があった。38）1925年以降の労働運動の高揚はみるべきものがあり，中国にお
ける経済的政治的労働運動の本格的展開（5・30運動に象徴される）を東三省において反映して
〈第11表〉「関東庁管内」ストライキ件数（1920年代）
年剛緻胤ラ働日本人陣鮮刈帽入胎計
　1921年！　　8
　　22　　　　26
　　23　　　　28
　　24　　　　29
　　25　　　65
　　26　　　　60
　　27　　　　43
　　28　　　　51
　　29　　　37
30・6月神　23
40
102
98
128
266
308
217
207
213
58
37
318
46
29
42
40
52
20
97
2
・｝
1
・
1
　955
4，603
4，055
5，490
8，899
12，715
12，789
9，081
6，515
1，591
　992
4，921
4，1el
5，616
8，899
12，759
12，829
9，136
6，535
1，611
末光高義冒支那の労働運動』南満州警察協会，1930年，298ページ。他の資
料とのくいちがいにっいては問わないでおく。
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いると断言しうる。奉天票の濫発が物価騰貴をもたらし労働者の生活基盤をおびやかしていたの
である。全国的規摸での反帝闘争の基礎がこうして東三省でも形成されていた。
　奉天商務総会も奉天票を「奉省商民の第二生命なり」と呼んでいたにもかかわらず，張作森
に代表される東三省地方権力は，軍事費の膨脹をおしすすめ権力のよって立つ基盤そのもの一
東三省地域社会経済との矛庸を深め，撹乱に撹乱を重ねるなかで自己の対立物をも生みだし，つ
いにその政治的崩潰をみちびき出していった。　まさに，ヂ奉票暴落は紙幣濫発の結果，紙幣濫
発は奉天軍の関内進出の結果，奉天軍の関内進出は日本帝国主義の中国侵略政策の結果」であっ
た。39）他方，1920年代後半期の新しい閥題は奉天票の使周と整理をめぐって，日本帝国主義と東
三省地方権力との間に「衝突」が生じはじめたことである。それは1926年5月臼本側奉天商業会
議所が在奉天総領事館と相談の上「奉天票対策」にかんして，張作森保安総司令に「要望書」を
提出することに決定したことや，吉田茂奉天総領事がf奉票の下落があまり甚しいので」莫徳恵
代理省長に抗議したことなどによって顕在化しはじめていた。’‘e）ここでは，この帝国主義国と半
植民地半封建国との矛盾の深まりを指摘するにとどめておきたい。”1）
　ついで，われわれはホ節での一般的分折を，東三省地方権力による不可避的財政膨脹政策の政
治的意味との関連で具体的に検討しなければならない。
皿．東三省地方権力の崩潰過程
　前節で概観した東三省地域経済にたいする地方権力の撹甜乍用の歴史的傾向は，半植民地半封
建経済のもとでの恒常的戦争経済体制の深化に収敏されるといってもよい。その一つの極隈形態
が「不換紙幣の濫発」にあったことはすでにふれた。“2）「原始的インフレーション」は戦争に媒
介されていよいよ深刻化し，地方権力の財政的危機は政治的危機にむすびつき，上部構造に亀裂
を生みだし，土台との矛盾を深めつつ土台からの反擾を必然的に生みだしていた。そこでは，
「軍閥」から「戦争」を除くとしたらという設問が形容矛盾でしかないように，軍閥とはまず
「軍事的な政治支配者」であり，「帝国主義の植民地掠奪の本質的政策を前提として……結果的
には支那の近代的国家への統～運動を妨碍し，封建的支配関係の支持によって労働者農民から彼
等の生活を強奪」するものである。43）したがって，東三省地方権力による不可避的財致膨脹政策
の政治的意味，その歴史的傾向とは，「軍事行動」を中軸とした政治体制の崩潰過程にほかなら
ない。
　1924年9月7H，張作森は直隷派大総統曹鋭のヂ鷹永祥討伐令」に対抗して，曹鍵並に與傭孚
の罪悪積累山よりも高し……藪に鷹下の軍隊を率いて賊徒を討伐」するという寛戦布告を行い
f北京政府」と交戦状態に入った。44）つづいて9月17罵，曹鏡は「奉軍動員，五路より進兵し，
叛跡巳に著はる……故に国権の権力を以て之を強行制止せざるを得ず」なる大総統令を発し，IS）
「第二次奉直戦争」が勃発した。ところが，10月23爲直隷軍第三路濁令≧罵玉祥は，「吾は内醗に
対し絶対反対するものなり，｛乃て吾人は北京を占領し，内外入の生命財慶を保護するの任に当
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り，以て呉1鼠孚の覚醒を促す」として「国民党系の一派と共にクーデタ」を決行した。‘6）これに
よって2年前呉倣孚に敗れた張作森は今度は呉偲孚を北京から追い，中央政局に大きな位置を占
めるにいたった。
　この「奉直再戦」の東三省地域経済にもたらした影響は，まず奉天票の暴落にあらわれ9月10
日開原で金票100湧に対して「20G元を突破」していた。それは「軍費を得るに余り急なりし為め之
を濫発せるの多大」なるがためであった。また特塵品大豆の市場への出廻り減少とその高騰に象
徴される産地商人届の思惑買などが一般市況に与えた影響は，「奉天方面に於ける物価jの大暴
騰をもたらしていた。これに対し，奉天剰灘各維持のため省当周は「如何なる理由に基くとも金
対奉票の相場に150元以上の安纏にて取引を為すを断じて許さず」という命令を出し，これに違
犯したとして「銭妙仲買人を検挙」しはじめていた。が，この権力的制限もほんのわずかで「撤
廃し自然相場に放任」せざるをえなかったのである♂η
　奉直戦前後の奉票発行高は奉天商業会議所の調査によれば第12表のごとくであった。この表か
ら戦時発行総額約4千万元が開戦以来の軍事費に使われていたことはほぼまちがいない。事実，
〈第12表〉奉天票発行額（単位千元）
発行券名 織醗行劉輪発行劉合
11htt
東三省宮銀号涯兇券
奉天中国銀行一二大洋
奉天交通銀行一二大洋
78，064 25，500
25　，284
12，36e
103，564
25，284
12，360
L乗
百 115，708 25，…【　141，・・8
公済平市銭号銅元票 39，534
・・，…1
53，834
南郷龍音『奉天票と東三雀の金融』，南満州鉄道株式会社調査課，
1926年，　138－139！ぐ一ジ。
1925年4月奉天で開催された軍事会議では第一一次奏直戦に要した費用も含め1億4千万元を計上
し「東三省及直隷省に分担」させることにしていたといわれる。48＞これは当然「積税の増加」を
意味する。そればかりか奉直戦後の申央政局を牛耳る張作森は，段慰瑞執政下のいわゆる「善後
会議」に「多くを期待しない」で，もっぱら対薦玉祥とのかかわりで軍備の増強と西北及び東南
各省への武力進出を図っていた。49）こうしたことは必然的に経費の膨脹を促し，張作霧の東三省
支配の片腕たる王永江奉省長による「新税の賦課」をもたらし，「為めに人民怨瑳の声高く，王
省長誹誘の民謡が流行した程」であったという。5のまさしく，「其の濫発せる紙幣の価格低落は
絢燗たる勢威に反比の現象を呈し，財政上の苦脳を遣憾なく暴露」していたというべきだろ
う。51＞
　同年9月6日奉天総商会名による「金建商取引の禁止令」，金票対奉票公定相場を155元8角
に固定するなどの権力的千渉にもかかわらず，10月16日孫伝芳の張作森討伐宣言にはじまる奉淑
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戦での「奉天軍不利」なる情勢は，「直ちに奉票に反映」し，続落をつづけて11月10日には金票
対201元となっていた。°’2）1年前の凋玉祥クーデタのごとく，政治的上部構造の編成替は一見し
たところ「突然」のように起る。11月23日，奉天軍第三軍団副団長郭松齢の「反乱」。だが，当
時，満鉄の北京公所長が「冷回奉天に裏切りたる郭松齢は薦玉祥と連絡し，李暴林とも了解あり，
国民軍も之に賛成し居れるを以て，郭一入の単なる私怨又は野望にあらずして国民党の社会藁命
に利されたるものと見るを妥当とす」　と報告していたことは，53）「軍閥権力」　内の矛盾を引き
だすまでに到達した全中国の民衆運動の発展をその背後に考えなければならないことをものがた
る。とともに，郭松齢がある電報で「我軍は時局安定と共に先づ第一に金融を整理し入民の期待
に副ふ決心」を伝えていたことは，励張作森にとってかわる権力として存在するためには東三省
地域経済への政治的順応を「強麟」されていたことをものがたる。12月16臼，「万策尽きた」張
作森は，「安民保境を以て主張と為し，武備を縮少し以て財力の耗を省き……民治を実行し以て
文化の施設を謀る」という電報を発せざるをえなくなっていた。b’a）「奉天の安危累卵の如かりし
12月半ばに於ては奉票は実に金票対234．50元を喚ばしむるに至った」のである。as）
　この時にあたって，「凋玉祥と傾向を同じくする郭松齢を張作森の地位にかわらせることは金
体としての当時の日本当局者と
しては全く容認しがたいもの」
であり，日本帝国主義は張作憲
へのテコ入れと軍隊派遣とによ
る郭松齢封殺に全力をあげ，　「
反乱」を失敗へと導びく上で重
要な役割を果していた。5τ）12月
24日郭松齢が銃殺される事態に
なって，金票対相場は第13表の
示すごとくわずかに回復したが
「大勢挽回の困難なるは勿論，
今尚低落の途上にあることをも
想像せし」あていた。ε8）張作森
に代表される東三省地方権力の
社会経済的基礎が動揺のさなか
にあることを意味している。郭
軍の失敗後，張作森が，
〈第13表〉奉天取引断の金票対奉票相場
1925年10月16日
10．19．
11．10．
ll．21．
ll．24．
11．29．
12．12．
12，16、
12．19．
12．24．
1926年1月11日
1．21．
孫伝芳挙兵荊 158．50元
〃　挙兵 176．00
薦・張間危機説 201，00
漏・張妥協説 186．50
郭軍反奉天
郭軍山海関入
遼河決戦近く
奉軍危機迫る
日本出兵
郭軍大敗
190．50
199．00
215．00
234．50
222．00
196．00
206．70
221．2e
琿大連商業会議所報』第125号，
より作成。
6ページ；第126号，28ページ
　　　　　　　　　　　従来公表されなかった東三省官銀号の資産状態の調査を命じ，「同号の
財産が張氏の私産と全く混用され居らざること」と，同号の発行準備金について「発行基礎は極
めて盤固」なることを発表させたことにも，それはうかがえよう。5の粟三省地方権力を代表する
張作森の崩潰を政治的に指標するものとして郭松齢事件があるとすれば，奉票の暴落はその基礎
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の崩潰を画期していたといわねばならない。
　張作縣の「安民保境」通電を基礎に1926年1月開催された善後会議で出された王永江奉天省長
の「財政改革意晃」は，東三省地方権力内部の分解を顕在化させるきっかけをつくりだした。6°）
前節第5表にもあきらかなごとく年間歳出の80－90パーセントを占める軍事費をどうするかが，
支配階級内部の分解の出発点を形成していた。もちろん，結果的には，王永江ら「文治派」の政
策は張作森・楊宇難ら「武断派」の容れるところとはならず，かえって李景林・張宗昌の直魯連
軍に呼応して関内へ兵を進め濡玉祥国民軍および北方における民衆運動を攻撃する体制をとるに
いたった。61）ここにおいて，王永江は辞表を提出し，東三省地方権力内部の政治的分裂がもたら
された。一つの政治的危機ではある。この分解を根本的に規定していたものが東三省経済と権力
との矛盾の顕在化にあったことはいうまでもない。王永江自身，張作森に代表される東三省地方
権力の基盤確立のためには，「身の苦労を惜まず，世の怨嵯を厭はず」　（辞衰の語）努力してき
たが，いまや「省民の苦は加重し，今後数年に亘って人民を休養するに非れば民力の恢復は期し
難い」　（同上）とその矛盾の激化を主張せざるをえなくなっていた。その隈りで，王永江らの分
化は「民衆の有する力は末だ軍閥を倒す迄には到らずと錐も，昔日の如く只彼等の為すが儘に最
後迄忍従せざる可からざる程無力でもない。じりじりではあるが底力ある進展を辿って居る」こ
との証拠にほかならなかった。62）
　政治的危機を生みだした財政・金融的危機は政治的危機そのものによって更に激化されて現れ，
東三省の権力的対応はますます経済過程を撹乱する傾向をおびる。1926年からの奉票の低落傾向
が，それ以前の低落率を大きくうわまっていることは次表にあらわれている。「4月に入り京津
方面に於ける風雲急を告げ所謂保境安民より一歩を進むるや，一層低落の歩講を早め」5月23日
337元を示すや奉天省長公署は「金融整理の為めに公債を発行することとなしたるに拘らず奉天
〈第14表〉（第9表・第13袈を参照）
1926年1月30日
　　　2．1．
　　　2．20．
　　　2．22．
　　　3．1．
　　　3．20．
　　　4．1．
　　　4．10．
　　　4．22．
229．30兀
1翻
1舗
；：1：1－
1翻
1926年5月　1　日
　　　5．18．
　　　5。25，
　　　5．26．
　　　6．4．
　　　6．10、
　　　6．20．
　　　7．27．
286．50元
315．50
372，00
415．00
410．00
450．00
415．00
572．00
　il大連商業会議所報』第129号，109ページ；第131号，164－165ページ
　より作成。
対し，張作森をはじめ莫徳恵奉天省長ら東三省支配階級は，「最後の手段」をとるにいたり，
月10日「銭紗業者徳和盛，大盛泰，宝誠合，裕隆の四軒及棉糸布商福憧隆等の店員を拘引留置」
12月「総商会は憲兵総司令及警察庁長の命なりとて，各商民に取引は一切奉票を使用するやうに
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票は益々暴落す……要する
に奉票発行過乗藝に因るもの
の如し，依て各銀行は其発
行せる奉票を……二週聞以
内に回収すべし」と訓令し，
公借用と通貨創造権の暴力
的性格を自ら暴露せざるを
えなくなっていた。c3」それ
のみか，　7月27Bには572
元の新安値を出したことに
　　　　　　　　　　　8
布告」し，ついにユ3日奉天取引所は立会不能状態に陥った。これは奉天のみならず営口，長春，
恰爾浜，關原，公主嶺，安東などにも波及していた。そして8月19日，「張作森は殆んど逆上せ
るものの如く」拘禁中の五名を「財界撹乱の罪」によって銃殺するにいたった。64）
　他方，東三省地方権力が自己の財源の拡大をはかって，特産物の買占めという方法を大々に展
關しはじめるのもこのころだといわれている。王永江らとの矛盾を力でおしきり，さらに薦玉祥
国民軍を西北地域へ退却させてからの張作森は，国共合作統一戦線のもとでの南方革命運勤の発
展に規定されて，1926年6月28H「呉億孚と北京で会見して反革命の計画を協議し，勢力範囲の
分割」を行っていた。es）あきらかに「北伐」の進展に対応する泰直連合戦線一日英米帝国主義
連合としての意味をもっていた。その後張作森は12月1日，ヂ安国軍総司令」に就任し，翌年19
27年3月「北伐軍」が上海を占領したことに対し，北京で「反革命風潮」をつくりだしていた。
こうした張作森の「中央進出」が東三省地域経済からのあらゆる形態をとった収奪と搾取に支え
られていたことは明白である。しかしこの負握はもはや従来のままでは支えることができない聴
点にきていた。それを新たに補うものとして従来とは桁ちがいに実行されたのが，「特産買占」
にほかならない。
　いままでも，東三省金融機関の中心的役割を担うものとして東三省富銀号，吉林永衡宮銀号，
黒竜江広信公湖があったわけだが，これら金融機関の業務は銀行業だけでなく，「質業，醸造業，
油坊業，製粉業，製織業，雑貨商，銭荘，印刷業，電灯業，木材業，船舶業，皮商，石炭商，採
金業と雪ふが如く筍も利益の＃するところ殆んど手を染めないものはなく」といわれるような広
範囲な業種にたつさわっていた。eg）しかもたびたびくりかえすように紙幣発行権を与えられてい
たことが，東三省商業金融機構をいわば「独占」することを可能にしていた。1926年秋から翌年
春にかけての特産物大豆の出廻期，および1927年から1928年にかけての時期，いわゆる嘗商筋と
よばれた「各地宮銀号系の糧穫」がきわめて大規模な「貿占」を実行してゆく。S7）大連商業会議
所の調査も，この買占が「軍費の需要が張氏の巾央進出と共に愈々加はり来りたる事情」に檸す
ることを指摘し，一般糧桟の貿付を圧迫するため官銀号の「特産資金貸付」を停止させているこ
とも報じていた。e8）その間の事情を伝える記事は，「開原は公済淺の直轄的位置にあるため最も
猛烈なる買付が行はれ，四平街の天益享，公主嶺の張作相系糧穫，吉長沿線の永衡一派相競ふて
買入に従事し，……挑昂線及四挑浴線も呉俊陞系の同発長，永発長，純益長，永和昌等の糧棲に
よって，一般当業者は全く其の活躍の手を封せらるるに至った」と述べ，「其の買占資金の紙
幣増発によりたるべきや想像に難からず」と主張していた。6B）かくして，一方における政治的要
講に従った財政補充策としての特産貿占は東三省地域経済の最も深い基礎である「大豆生産」と
その交換に矛盾を激成し，他方における不換紙幣の濫発その嫡値下落を促進していった。それに
加えて，広範な農民・労働者のたたかいに支えられた　「北伐軍」　の北上を，「北京も遠からず
して革命軍の手に帰すべく，大勢既に決したり」と判断せざるをえない情勢に押されて，「奉天
票は又復暴落を演じ」1927年4月1姻には1225元という惨落を示していた。「奥地に於ける華商
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　146
側は営業上の打撃少なからず，倒産者続出し，一切の信用取引は杜絶」するにいたったのであ
る。°9）（第15表）。しかしながら，こうした権力そのものの塞盤をほりくずすことになる財政補鎭の
ための方策も，政治的危機の深化という条件のもとでは，すべてのものに優先して進行してゆか
　　　　　　　　　　　　　　　　ざるをえない。「本年度〔1927〕は，青田取引季に一歩踏
く第15表〉
　　　　　　　　　　　　　　　　みこむとともに，逸早くも其の魔手は各方而に延ばされ，
1927年3　月　1　日
　　　3．ll．
　　　3．22．
　　3．31．
　　4，5，
　　4．9．
　　　4，14．
　　　4．20．
　671元
　810
　815
　865
　970
1，095
1，225
1，200
ゼ大連商業会議所報』第141号，
160ページ。
相場は金100円を奉票1600元とす。
簿検査を励行し経理の監視を朋始す」という布告を出し，武力を背景に奉票維持を図ろうとし
た。71）ところがすでにこうした政策も何ら意味をもたさらない一般的状態が現出していたのであ
る。1月下旬には3200元，2月には4000元にすらなっていた。72＞
　その直後「4・12蒋介石クーデタ」を経た南京政権は，1928年2月華北地域を支配下に入れる
べく「英米帝国主義の支持のもと，蒋，桂，薦，閣四派連合を形成し，対張作森戦争」を発動し
た。7：‘〉張作森を代表とする東三省地方権力は新たな段階に到達した。権力の社会経済的基礎の動
揺がその極限を示していると思われるその時に「蒋桂濡閻四派連合」が攻撃の鋒先をむけてきた
のである。m張作森は6月3N北京をひきはらって奉天へ退却した。ここにいわゆる「北伐完成」
をみる。しかしすでにあきらかなごとく，張作森の退却を内在的に規定していたものこそ霊視さ
れねばならない。　「奉票暴落に伴ふ物緬の騰貴」は一般民衆の生活条件をいよいよ「疲労困態せ
しめ，或は通化を巾心とする大刀会蜂起となり，巡警，嘗吏等の増俸運動を誘因するなど，北京
張作森の背後は益々経済的に脅かされ」ていたのである。75｝軍事をすべてに優先させた東三省地
方権力は，財政・金融政策をとおして社会経済的基礎へのたえまない反作用をくりかえすなかで，
恒常的戦争経済一政治伝ミ舗の危機を自らつくりだし，そこでの階級矛露こそその崩潰を必然化
させていたのである。
　最近西部線方面の如きは青田契約の其の九分通りまでが宮
　商の名によって締結せられた」といわれ，「要するに買占
　の目的は，前年に引続き財政の不足を捻出せんとする」も
　のにほかならなかった。7e）1928年度にかけての昨年にもま
　しての権力的財源収奪政策は，張作縣に代表される東三省
　地方権力の完金な政治的崩潰をみちびく導火線であり，19
　28年1月7日には金票対2000元を標示した。事態の容易な
　らざるを感じとった奉天省公署は翌田「奉天票の金対公定
　　　　　　　　　　　　　　　　とう　ま
16eOit以上の換鐘によるものは之を鳩把と認む。各商店の帳
IV　む　す　び
　張作森は奉天に退却する途中，6月4日皇姑屯と藩陽駅との間，京奉・溝鉄両線のクロスする
地点で陰ホ軍の手によって列箪もろとも爆破された。この「満州某重大事件」は，6月6臼付申
報が「今朗長の生死は問題とするに足らず，闇題は張にあらずして張の盤根たる東三省存亡の闇
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題である」と述べていたように，76）張作縣個人一「分散した衷世凱」が問題とされるような歴
史的段階を超えたところで「勃発」していた。すなわ，大革命期の全国的大衆的反軍閥闘争とい
う一般的環境に規定されつつ，東三省においても地方権力としての「軍閥」のよって立つ地盤そ
のものが「軍閥」の存在を否定しつつあったのである。もちろんこれは東三省だけの問題ではな
い。ここに，圃家権力再編成の必然性を読みとりうる。だが，それは国共合作統一戦線を基礎に
した人民の権力の樹立を意味したのではなかった。帝国主義世界体制にくみこまれ，その不可欠
な部分を構成する半植民地半封建国家権力を止揚する運動は，この大革命期を経るなかからしか
生れてはこなかったといえる。換言すれば，半植民地半封建国家権力崩潰過程の第二段階を画期
した大革命の果実は，大買弁官僚ブルジョアジー・大地主に支持された蒋介石によって奪取され
たのである。しかもこの政権は政治的支配の形態において，以前の「分散した衰世凱」政権とは
異なるものをもって階級支配機構を編成することになった。それは，大買弁官僚ブルジョアジー
と大地主の共同の政治的支配形態を国民党に集約した「政党」として出現させたことである。国
家権力をめぐる階級闘争の「もっとも純粋で完全ではっきりした形の表現は政党間の闘争」であ
ることを，77）大革命を経た段階においてこそ確認する必要がある。
　張作霧が爆殺されてからの東三省地方権力もこのことから自由ではありえず，さまざまな矛盾
をはらみながらも，張学良ら支配階級は4・12クーデタ以後の国民党内に自らを位置づけること
によって東三省支配の正統性を確保しようとしていた。それは潤本帝国主義の侵略が，「東三省
存亡の問題」であると間時に「中国全体の闘題」であることと関連づけられていたことをものが
たる。N本測の調査によっても，「民間各団体は頻りに和南（南方との和〕，青天白日旗掲揚の
促進運動を続け，　〔1928〕9月1日には張総罵令が保安委員会及民間各法団の代表者を招いて聯
合協議会を開き，対南策に就き意晃の交換をなす等，大勢は既に妥協に傾き居れるものの如くで
ある」と伝えられていた。78）かくして，1928年12月29日，張学良は東北四省政府委員主席に任命
され「易幟」となる。こうした「東三省問題が一層中国本土の閥題と結合して行く過程」こそ田
本帝国主義にとって最大の間題となっていたといえよう。79）
　東E省張作罧政権の政治的崩潰をもたらした内在的矛盾の激化は，東三省地方権力に新たな編
成を強制していたのである。しかし，1931年の東北地域全面占領へとつきすすむ日本帝国主義の
侵略に対しては，「張学良と南京政府の全く恥づべき投降政策一一『不抵抗』」といわれるような
本質をもった「再編」でしかなかったことも，se）最後に確認しておかねばなるまい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1970年12月）
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